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胃
集
団
検
籐
の

　
　
　
　
　
お
ず
す
め

　
男
女
と
も
四
十
歳
を
す
ぎ
る
と

胃
ガ
ン
に
か
か
る
率
が
急
激
に
増

え
ま
す
。
ガ
ン
も
早
い
う
ち
な
ら

手
術
を
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
が
な
お

り
ま
す
。
こ
れ
を
発
見
す
る
に
は

健
康
な
と
き
に
定
期
的
に
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
中
里

村
で
は
左
記
の
通
り
実
施
し
ま
す

の
で
受
診
さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

☆
期
日
　
九
月
九
日
～
十
二
日

　
　
　
　
九
月
十
六
日
～
十
八
日

☆
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

☆
料
金
　
千
三
百
円
（
一
人
当
り
）

※
申
込
み
は
八
月
下
旬
こ
ろ
、
受

　
付
を
し
ま
す
。

医
療
鷺
の

　
　
　
　
　
お
知
、
ら
せ

　
今
年
三
月
に
国
保
加
入
世
帯
に

対
し
て
、
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
九
月
に
も
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
医
療
費
の
実
際
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
ふ
だ
ん
の
健
康
保

持
、
増
進
に
一
層
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
で
す
。

☆
国
保
の
届
出
は
す
み
や
か
に

　
社
会
保
険
を
や
め
て
、
国
保
に

加
入
す
る
と
き
は
、
社
保
脱
退
証

明
書
を
持
っ
て
来
て
下
さ
い
。

　
届
出
が
遅
く
な
る
と
、
保
険
税

を
さ
か
の
ぽ
っ
て
お
さ
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

“
生
命
の
源
”

　
　
　
▼
ー
水
を
大
切
に

　
水
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か

せ
な
い
大
切
な
〃
生
命
の
源
〃
で

あ
る
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
水
道
が
止
ま
っ
た
ら
、
家
庭
で
、

学
校
で
、
病
院
で
、
工
場
で
i

私
た
ち
の
生
活
は
い
た
る
と
こ
ろ

で
立
往
生
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
水
の
大

切
さ
を
理
解
し
て
い
て
も
、
ふ
だ

ん
の
生
活
で
は
ま
だ
ま
だ
ム
ダ
に

水
を
使
っ
て
い
る
面
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
中
里
村
で
は
、
一
日
一
人
当
り

平
均
約
百
二
十
六
リ
ッ
ト
ル
（
ビ

ー
ル
び
ん
百
八
十
八
本
）
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
夏
場
は
、
一
年
の
う
ち
で
最
も

水
を
多
く
使
う
季
節
で
す
。
い
ま

一
度
、
暮
し
の
中
の
水
の
大
切
さ

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

☆
必
要
に
応
じ
た
蛇
口
の
あ
け
し

　
め
を
し
ま
し
ょ
う
。

☆
洗
面
、
炊
事
は
、
あ
ら
か
じ
め

　
水
を
く
ん
で
し
ま
し
ょ
う
。

☆
洗
た
く
は
、
洗
た
く
機
の
容
量

　
を
フ
ル
に
使
い
、
ま
と
め
て
洗

　
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

講
演
会
あ

　
　
　
　
　
凝
知
ら
せ

　
中
里
村
で
は
「
あ
な
た
も
、
わ

た
し
も
守
ろ
う
人
権
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
人
権
相
談
所
を
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
次
の
日

程
で
講
演
会
を
も
つ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

☆
日
時
　
八
月
二
十
八
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
一
時
半
～
三
時

☆
会
場
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー

☆
演
題
　
　
「
相
続
と
遺
言
」

☆
講
師
新
潟
地
方
法
務
局
長
岡

　
　
　
　
支
局

　
　
　
　
　
国
島
総
務
係
長

☆
対
象
者
　
婦
人
、
高
令
者

　
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

⑳
⑱
⑱
⑳
歯
⑱
⑱
⑱
⑳
⑳
藪
歯
歯
歯

訓
練
生
募
集

歯
歯
歯
醗
⑱
㊨
⑳
の
⑳
⑱
歯
⑱
醗
歯

　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
（

北
魚
沼
郡
堀
之
内
町
）
で
は
、
高

等
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
訓

練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
募
集
要
領

☆
募
集
訓
練
科

　
電
気
施
設
科
　
二
十
名

　
測
　
量
　
科
　
二
十
名

☆
応
募
資
格

　
高
等
学
校
卒
業
者

　
　
（
昭
和
五
十
七
年
三
月
卒
業
予

　
定
者
含
む
）

☆
年
令
　
お
お
む
ね
三
十
歳
以
下

☆
願
書
受
付

　
昭
和
五
十
六
年
九
月
一
日
～
十

　
月
二
十
日

☆
選
考
日

　
昭
和
五
十
六
年
十
月
三
十
日

ー
毛
　
℃

・
、
ら
く
む
い
よ

α
、
D

　
杁
9
も
　
　
姻

も
え
考
・

こ
ら
い
δ
丞
，

　
詳
し
く
は
魚
沼
高
等
職
業
訓
練

校
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

（
君
〇
二
五
七
九
四
－
二
四
一
〇
）

　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
＊

謄
講
獲
瞥

　
県
立
十
日
町
高
等
職
業
訓
練
校

で
は
、
次
の
通
り
訓
練
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

☆
応
募
資
格

　
高
等
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
（

　
来
春
卒
業
予
定
者
を
含
む
）
ま

　
た
は
、
そ
れ
と
同
程
度
の
学
力

　
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
で

　
色
覚
が
特
に
問
題
の
な
い
方
で

　
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入
校
で

　
き
ま
す
。

☆
募
集
訓
練
科

・
工
芸
織
物
科
　
。
染
色
工
芸
科

。
デ
ザ
イ
ン
科

☆
願
書
受
付

　
昭
和
五
十
六
年
九
月
一
日
よ
り

　
尚
、
詳
し
く
は
十
日
町
高
等
職

業
訓
練
校
ま
で

（
倉
〇
二
五
七
五
－
七
ー
六
一
〇
五
）

3
榔

　
　
　
柄

　
　
雪とさ

④合

へ
ρ

　
。
　
。
r

〃
　
　
．
σ

　
　
　
　
　
ρ

☆
多

く
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

謬轡
彦

　
　
　
　
2

「なかまの家」
建設にご協力を

　川西町に精神薄弱者更生施

設「なかまの家Jが建設され
ることになりました。

　この施設は、心身障害者が

真に生きがいのある生活がで

きるようにという目的でつく

られるものです。

　この建設については、日本

船舶振興会の補助金を祝め、

いろいろなところから補助金

を受けて作られますが、皆さ

んからの御協力もいただかな

ければならない状態です。

　みんなの力で、この「なか

まの家」が幸せの里になるよ

うに協力しましょう。

　のちほど区長さんを通じて

募金をお願いします。

◎募金主体
　　中里村手をつなぐ親の会

◎後援

　　中里村社会福祉協議会

人
生
往
来

＊
産
　
声
＊

学
　
　
　
（
高
橋
　
　
清
）
新
屋
敷

裕
　
（
江
口
一
衛
）
干
溝

伸
　
行
（
南
雲
　
秀
雄
）
堀
之
内

愛
美
（
根
津
和
文
）
芋
川

里
美
（
小
林
幸
次
郎
）
荒
屋

奈
津
子
（
井
口
　
隆
巳
）
上
　
山

史
　
雄
（
山
田
　
繁
雄
）
東
田
尻

真
次
（
井
口
和
俊
）
上
山

和
幸
（
渡
辺
保
幸
）
高
道
山

敦
　
　
（
阿
部
　
政
夫
）
新
屋
敷

雅
史
（
高
井
忠
博
）
田
中

＊
高
　
砂
＊

｛
　
志
田
　
政
敏
　
22
　
倉
　
　
俣

　
風
巻
幸
子
2
2
津
南
町

｛　
藤
田
松
平
2
6
宮
中

　
瀬
尾
　
公
子
　
3
9
　
埼
玉
県

＊
昇
　
天
＊

樋
口
　
春
雄
　
　
31
　
　
東
田
尻

井
ノ
川
タ
ミ
　
　
7
8
　
　
山
　
崎

広
田
　
コ
ノ
　
　
79
　
　
小
　
原

編
集
後
記

☆
今
月
号
の
夏
休
み
特
集
の
中
の

　
イ
ラ
ス
ト
は
、
い
つ
も
マ
ン
ガ

　
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
て
く
れ
る

　
山
田
ま
ゆ
み
さ
ん
が
書
い
て
く

　
れ
ま
し
た
。

☆
海
や
山
へ
出
か
け
る
季
節
が
や

　
っ
て
来
ま
し
た
。

　
余
裕
の
あ
る
計
画
で
事
故
に
会

　
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

　
・
つ
o

1－
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日本海
・長岡

柏崎市

・小千谷市

●十日町市　
　
町

町
　
代

柳
　
　
松

高

　留一
ル

儒
淋

　
卜
打

　
峠
石

　
二

村
＋
～

里中

国道17号線共用

　　県　境

・水上町

・湯沢町

・苗場

β
’

4
’

　　●沼田市

中之条町

四万温泉

廻
／　　　　　　　　　〆“

　　〆

　〆

交
通
不
能
区
間

逆ヤρ㍗

　働、

／

　　　墾

ず
道35謁線

＊
柏
崎
市
と
群
馬
県
の
渋
川
市
を
結
ぶ
国
道
三
五
三
号
線
は
、
…
…
…
…
…
：
…
ゆ
幸

＊
…
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
に
国
道
に
昇
格
し
、
各
地
で
道
路
整
…
…
…
…
…
…
＊

＊
…
…
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
中
里
村
と
南
魚
沼
郡
を
結
ぶ
最
大
の
…
…
…
：
謹
”
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

＊
…
…
…
難
関
で
あ
っ
た
十
二
峠
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
は
、
昭
和
四
十
九
…
…
…
…
＊

＊
…
…
…
：
隼
十
月
に
着
工
さ
れ
、
六
年
の
歳
月
と
約
至
九
億
円
の
工
費
…
…
…
＊

＊
…
…
…
…
…
を
投
じ
て
、
五
十
五
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
十
二
峠
ト
…
…
＊

＊
…
…
…
…
…
…
ン
ネ
ル
の
開
通
式
が
、
去
る
七
月
十
一
日
に
現
職
閣
僚
を
は
…
＊

＊
…
…
…
…
…
…
・
・
じ
め
田
中
角
栄
氏
ら
多
数
の
国
会
議
員
を
迎
え
て
盛
大
に
行
＊

＊
…
…
…
…
…
…
・
・
…
・
わ
れ
ま
し
た
。
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
・
…
…
…
・
・
…
…
挙
、

　妻　’勘　　「㌧鴨

　　〆3

　拶

1ノ’

鰹撫筑

ヂ

、

／

、

『
y
．
卜

　　　　噸

桜

とんぐ
O
O

地
元
の
期
待
大
き
い

　
　
　
　
穴
沢
ト
ン
ネ
ル

　
穴
沢
ト
ン
ネ
ル
は
、
来
年
完
成

を
め
ざ
し
て
、
工
事
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
穴
沢
ト
ン
ネ
ル
と
十
二
峠
ト
ン

ネ
ル
を
結
ぶ
道
路
は
、
現
在
、
現

道
を
改
修
す
る
か
、
ト
ン
ネ
ル
に

す
る
か
を
検
討
中
で
す
。

首
都
圏
と
直
結

　
来
年
上
越
新
幹
線
の
開
通
、
五

十
九
年
に
関
越
高
速
道
塩
沢
イ
ン

タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
と
、
中
魚
沼
も

よ
う
や
く
高
速
時
代
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
と
も
な
い
関
東
方
面

か
ら
の
清
津
峡
等
へ
の
日
帰
り
観

光
も
可
能
に
な
り
、
観
光
客
の
増

大
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
広
大
な
清
津
峡
、
七
ツ
釜
、
小

松
原
の
観
光
資
源
の
活
用
を
図
る

こ
と
で
素
晴
ら
し
い
リ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
基
地
が
約
束
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
面
で
も
、
小
松
原

を
中
心
と
し
た
高
冷
地
野
菜
は
、

主
都
圏
と
直
結
す
る
こ
と
に
よ
り

高
冷
地
野
菜
産
地
と
し
て
大
き
な

期
待
が
も
て
ま
す
。

倉

　プ

菟

’

一、

開通近い穴沢トンネル
「＼一☆「い監質
くノ17

ドc◇
ド1：＾、

じ「ゴて

　　～図、
　rン～一｝Y

　メダ㌧
・争＼

7∴腕
囲通式テ兎プカット
　　　　　　　　／／変りゆく清津峡地区昔の十二峠の頂上の神社

よ
ろ
こ
び
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

＊
　
＊
　
＊
　
＊

，魯

土倉

小林謙造

　
昔
か
ら
の
願
望
で
あ
っ
た
、
十

二
峠
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
式
が
、
七

月
十
一
日
に
田
中
代
議
士
以
下
関

係
者
多
数
の
ご
列
席
の
も
と
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
神
主
の
開
通
の
式
が
取
り
行
わ

れ
、
ま
た
、
祝
煙
火
と
共
に
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
、
神
主
を
先
導
に
通
り

初
め
の
行
列
、
こ
の
時
は
た
だ
た

だ
感
涙
の
み
で
、
涙
で
何
も
見
え

な
く
な
り
、
何
も
聞
こ
え
ず
言
葉

も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
た
だ

拍
手
を
し
た
だ
け
で
す
。

　
こ
の
喜
び
は
終
生
忘
却
す
る
事

は
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
は
こ
の
僻

地
の
発
展
を
願
い
特
に
無
雪
道
路

の
確
保
並
び
に
、
ス
キ
ー
場
の
設

置
に
つ
い
て
、
行
政
の
特
段
の
ご

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。倉下

関澤寛平

　
わ
た
し
ど
も
土
倉
、
倉
下
両
部

落
の
人
々
の
、
長
年
の
待
望
で
あ

っ
た
、
十
二
線
開
通
の
喜
び
は
、

言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
わ
た
し
も
こ
の
式
典

に
参
加
致
し
ま
し
た
が
、
本
当
に

記
念
す
べ
き
一
瞬
で
し
た
。
今
迄

わ
た
し
ど
も
辺
地
で
不
自
由
と
苦

労
を
重
ね
て
、
生
き
ぬ
い
て
来
た

者
た
ち
の
過
去
を
振
り
返
っ
て
見

る
時
に
、
何
も
の
も
忘
れ
て
、
た

だ
、
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
と
心

の
底
か
ら
喜
び
を
感
ず
る
次
第
で

す
。
今
後
の
期
待
は
一
日
も
早
く

無
雪
道
路
に
し
て
頂
き
、
中
里
村

の
中
央
へ
行
く
に
も
、
関
東
方
面

へ
行
く
に
も
車
で
行
け
る
よ
う
に

し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
で
す
。

ノ1・出

藤ノ木正一

　
十
二
峠
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
は
、

多
年
の
念
願
で
あ
り
心
か
ら
喜
び

上
越
線
清
水
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に

開
発
と
繁
栄
の
道
と
な
る
よ
う
に

願
い
た
い
。

　
先
進
地
の
繁
栄
も
先
人
の
強
い

開
発
意
欲
と
、
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力

に
よ
り
今
日
あ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
ト
ン
ネ
ル
開
通
を
機
会
に
、

中
里
村
の
大
き
な
発
展
を
期
待
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
長
い
年
月
、
こ
の
ト

ン
ネ
ル
の
開
通
の
た
め
に
、
ご
尽

力
下
さ
れ
た
人
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
中
里
村

を
、
村
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、
魅
力
あ
る
郷
土
に
作
り
あ
げ

た
い
も
の
で
す
。
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①木を中心に円を書きます。

②「おに」になる人をきめます。

③「おに」は、目かくしをしてヒモと

　木をむすびます。

④ヒモの長さは、円の線に手がとどく

　くらいにして、自分もむすびます。

⑤のこりの人は、円の中にいて、つか

　まえられないように、にげまわりま

　す。

⑥のこりの人は、つかまらないように

　して、　「おに」のヒモが木にからま

　って、こうさんするまでにげまわり

　ます。
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グ
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饗
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★
が
く
し
ゅ
う

　
な
つ
や
す
み
の
お
わ

り
に
な
っ
て
、
あ
わ
て

な
い
よ
う
に
、
勉
強
を

す
す
め
ま
し
ょ
う
。

★
せ
い
か
つ

　
ま
い
に
ち
つ
づ
け
て

自
分
に
で
き
る
お
て
つ

だ
い
を
し
て
ね
。

　
テ
レ
ビ
ば
っ
か
り
見

て
ち
ゃ
だ
め
よ
。

★
あ
そ
び

　
人
に
め
い
わ
く
を
か

け
な
い
で
、
元
気
に
あ

そ
ん
で
ね
。

　
キ
ケ
ン
な
あ
そ
び
は

し
な
い
で
ね
。

1
ー
ノ

　
く

へ
，
（
ノ

（
主
＼

お母さんから
★★★★★★★★★

★★★★★★★★★
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　　　　　　亀つや電融

　　　昌ともと《し9ゆう

　　よくあそび！よくまなび！ノ　たの

　しいなつやすみをすごそう。おもい
でをいっぱいつくろう。

　子供会交換会（十日町市・川西町・津南町・中里村）

　亀

lll

7㌧　’￥

〕 弐
．
騨

．
暴

・
》
　
　
ゾ

　
　
　
　
　
ゆ

田代の子供会は、毎年夏休みになると

朝ラジオ体操の前に神社の境内の掃除を

しています。子供会の杉林が20アールあ

　るので、夏休みに一回刈払いをします。

　皆、汗びっしょりになって頑張ります。

藻
．
7

　　へ
γ。

伽星
　ゐ

⊂＞　　／

麟
ン

～評

田中の子供会は、夏休みにきもだめし

大会をしています。5～6年生が工夫を

こらして、口さけ女やフランケン等に変

　装して、皆をおどろかせます。たまには

　お化けの方がやられたりします。

0

o　　O

o

　　ヨll’嵐

・N

o

欄

幾灯1！
桂の子供会は、夏休みに鎮守様の中で

学習会をしています。境内はとても涼し

くて勉強ができます。中には遊び半分の

　子がでたりしますが、皆で注意をしなが

　ら楽しく勉強をしています。

0

　　りゆ

憲鴨　　り　◎ノωい

e
二
⑲

堀之内の子供会では、夏休みに海に行

きます。海に行けると思うと、とてもう

れしいです。海の岩のところは、足をケ

　ガしやすいので、注意をしたいと思いま

　す。海は、とても広くて楽しいです。

，
0

o

o 「ρ．

うまく張れるかなあ一
1
』
速
1
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広域寧覇縄含の2所
　　　　　　　　十日町地域広域事務組合は、十日町市、川西町、津南町、中里村が＼資金を出しあ

　　　　　　　って運営している一部事務組合です。四市町村が一体となって、広域的な消防活動、

　　　　　　　と畜場、総合福祉センター（御陣荘）の各事業をしています。

淵盤、’，麺測L　　　ここに昭和55年度の決算状況をお知らせいたします。

一
般
會
齢

常備消防費　、

魁3’27襯）

　十日町市
25，963万円

（46％）．誌

川西町
8，928万円
（15．8％）

　　　非常備

　　　、。鰹円繰越金1・074万円

消防　　（18％）
　施設費

で1謝　組合財産棚

津南町

　12，014万円
＼（21．3％）

（万円）

　
計

す
会

ま
て
囑

ッ
男

バ
特

、
！ガ

建物　4731．63㎡

基金公社債　110万円

　
ラ

万
％

　46

他
31
（

の
3

そ

中里村
　5，625万円
　　（10％）

　　その他
　　　3，886万円
　　　　　（6．9％

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差　　引

総合福祉センタニ
特　別　会　計 2，182 2，086 96

と畜場事業
特　別　会　計

3，468 2，949 519

合　　　計 5，650 5，035 615

　　組合債の状況
目的別　　　 借入先別

中里村336人（2．6人）

円

円

暑
さ
に

　　　　　　　　§o’　　　　　　。§り　　　　　．5り　　　　5§o’　　　じミリ　　，§曾’　“’馬o漉

醸欝灘嚢美lll轟

御
用
心
〃
“

●
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
●

　
七
月
二
十
一
日
か
ら
一
カ
月
間

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

　
レ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
交
通
量
の
増

加
や
暑
さ
に
よ
る
疲
労
、
飲
酒
な

ど
に
よ
る
交
通
事
故
が
増
加
す
る

時
期
で
す
。

　
み
ん
な
が
心
を
ひ
き
し
め
て
飲

酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
こ
と
。

休
憩
は
十
分
に
と
り
、
速
度
の
出

し
す
ぎ
や
無
理
な
追
越
し
な
ど
は

絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
レ
ま
し
ょ

レ
フ
o

◎
長
距
離
運
転
で
は
一
時
間
に
一

　
度
の
休
憩
を

　
　
終
日
運
転
し
て
い
る
ド
ラ
イ

　
、
、
ハ
；
に
は
、
　
「
魂
の
抜
け
た
状

　
態
」
が
一
時
間
半
の
間
隔
を
置

　
い
て
現
わ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い

　
ま
す
。

　
　
長
距
離
運
転
の
と
き
は
一
時

その他
321（2．5％

川西1町126人（1％）

キ師市’
1，222入

＼qO％）

利用名
12，705人

津南町10，700人
　　　（83．9％）

　
間
に
一
度
休
憩
を
し
、
身
体
の

　
屈
伸
運
動
を
し
た
り
す
る
と
有

効
で
す
。

◎
運
転
中
は
前
方
注
視
を
怠
ら
ず

　
　
一
瞬
の
油
断
、
わ
き
見
が
大

　
き
な
交
通
事
故
の
原
因
と
な
り

　
ま
す
。
運
転
中
は
常
に
前
方
は

　
も
ち
ろ
ん
、
左
右
、
後
方
に
対

　
す
る
注
意
を
怠
っ
て
は
な
り
ま

　
せ
ん
。

　
こ
し
か
ぜ
号
飛
来

　
七
月
一
日
と
十
六
日
の
両
日
、

倉
俣
中
グ
ラ
ン
ド
と
貝
野
中
グ
ラ

ン
ド
に
、
県
警
交
通
安
全
指
導
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
「
こ
し
か
ぜ
号
」
が

飛
来
し
ま
し
た
。
「
こ
し
か
ぜ
号
」

の
機
長
か
ら
、
　
「
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う

に
」
と
、
小
中
学
生
や
村
民
に
お

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
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被
害
を
最
少
限
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
損
害
防
止
事
業
の
概
要

気
象
の
長
期
予
報
が
は
ず
れ
、

例
年
よ
り
早
い
つ
ゆ
明
け
と
な
り

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
水
稲
・

桑
を
は
じ
め
農
作
物
は
、
生
育
の

遅
れ
を
と
り
も
ど
し
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
な
お
軟
弱
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
の
で
、
収
穫
ま
で
管
理
に
は

充
分
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
農
業
共
済
で
は
、
事
前
に
損
害

を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
危
険
率

の
低
下
と
農
家
負
担
掛
金
の
低
減

を
は
か
る
た
め
、
損
害
防
止
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

掛
金
の
一
部
（
積
立
金
）
を
取
り

く
ず
し
て
行
う
も
の
で
す
の
で
、

有
効
に
ご
利
用
い
た
だ
き
生
産
の

安
定
に
役
立
て
て
下
さ
い
。

◎
そ
の
他
…
…
…
背
動
散
の
設
置

や
病
害
虫
防
除
情
報
紙
の
発
行
が

防
除
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

蚕
繭
共
済

◎
ホ
ル
マ
リ
ン
薬
剤
の
支
給

◎
防
除
機
の
貸
付

◎
蚕
室
消
毒
を
中
心
に
軟
化
病
、

桑
の
胴
枯
病
予
防
対
策
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
助
成
金
額
　
約
二
十
五
万
円

　ぐ¢つζ〉

　黛　　　　●o，・噛o●　　　　　9

　　　　3》
　　　　　劃　　　ρ　　　一

鯵槻雛
レ
　
’
概
蝿

　
　
鰺
、

　
　
　
影

S56年
度の無
事戻金

0

2，157

10，878

1墓羅一（嬰墓麟巽＋難署羅）一無事戻金

共　　済　　掛　　金

一

共　　済　　金

十

無　事　戻　金

53年 54年 55年 合計 左の堀 53年 54年 55年 合計 54年 55年 合計

例
①

6，279 7，557 改797 20，613 6，871 10，116 0 59，850 69，％6 0 0 0

例
②

7，094 6，995 5，970 20，059 6，686 0 0 0 0 a684 1，845 《529

例
③

11，501 11，509 9，824 32，634 10，878 0 0 0 0 0 0 0

十

水
稲
共
済

◎
種
籾
消
毒
…
－
…
農
協
で
水
稲

用
に
配
布
し
た
ベ
ン
レ
ー
ト
丁
水

和
剤
に
対
し
約
半
額
を
助
成

◎
苗
代
消
毒
…
…
…
農
協
よ
り
配

布
の
キ
タ
ス
ミ
ナ
ッ
ク
P
粉
剤
に

対
し
全
額
助
成

◎
穂
首
イ
モ
チ
病
一
斉
防
除
…
－

其
済
引
受
面
積
に
対
し
て
、
十
ア

ー
ル
当
り
三
百
円
を
助
成
、
農
区

長
又
は
水
稲
栽
培
組
合
長
口
座
へ

振
込
み
予
定

　
以
上
の
助
成
合
計
金
額

　
　
　
　
　
約
二
百
八
十
五
万
円

家
畜
共
済

◎
一
般
の
健
康
検
査
や
特
定
の
疾

病
を
防
止
す
る
た
め
に
、
特
定
損

害
防
止
検
査
を
行
い
ま
す
。

◎
常
備
薬
の
設
置

◎
畜
舎
消
毒
を
月
一
回
、
消
毒
車

で
巡
回
し
て
行
い
ま
す
。

　
助
成
金
額
　
約
十
五
万
円

無
事
戻
金
が

　
　
支
払
わ
れ
ま
す

　
水
稲
、
蚕
繭
の
五
十
六
年
度
無

事
戻
金
を
農
協
口
座
へ
七
月
二
十

五
日
振
り
込
み
ま
し
た
の
で
、
対

象
農
家
の
方
は
、
確
認
を
願
い
ま

す
。

　
支
払
対
象
者
、
金
額
は
、
水
稲

四
九
五
戸
、
六
十
三
万
九
千
三
百

円
、
蚕
繭
は
二
〇
戸
、
二
万
六
千

八
百
九
十
九
円

と
な
っ
て
い
ま

す
。
無
事
戻
金

は
過
去
一
一
年
、

三
年
分
の
無
事

戻
金
、
共
済
金

が
差
し
引
か
れ

て
支
払
わ
れ
ま

す
の
で
、
同
規

模
農
家
で
も
同

額
と
は
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
計
算
方
法
は

次
の
よ
・
つ
に
さ

れ
て
い
ま
す
が

疑
問
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
問
い

合
わ
せ
て
下
さ

い
。

無事戻金計算例

〈
村
の
歴
史
V

火
災
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
の
取
極
め

　
当
郡
村
々
の
儀
は
山
中
に
付
、

家
作
り
相
離
お
り
、
先
前
火
災
等

も
稀
に
御
座
候
処
、
近
年
分
家
相

増
、
家
こ
み
候
故
か
、
火
災
数
多

こ
れ
有
候
に
付
、
近
郷
よ
り
追
々

駆
付
け
相
救
い
候
内
、
心
得
違
の

も
の
こ
れ
有
、
家
財
雑
物
等
盗
取

　
　
　
　
　
　
も
つ
て

候
者
こ
れ
有
趣
、
以
の
外
な
る
事

に
候
、
右
は
ひ
っ
き
ょ
う
他
所
よ

り
参
り
合
候
非
人
・
乞
食
或
罎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唱

者
の
仕
事
に
も
こ
れ
有
る
べ
き
哉

に
候
得
共
、
右
に
事
寄
せ
、
風
説

宣
し
か
ら
ざ
る
も
の
多
く
相
聞
候

　
　
か
え
り
み

身
命
を
顧
ず
、
火
姻
を
お
か
し
、

よ
う
よ
う

漸
々
運
び
出
候
財
物
を
助
人
足
と

　
　
ね
う
り
よ
う

申
立
押
領
、
売
り
、
終
に
は
付
火

等
を
専
に
い
た
し
、
毒
に
盗
取

り
候
義
流
行
、
取
締
り
方
行
届
兼

候
故
の
儀
に
候
、
今
般
組
合
村
役

人
一
同
再
応
評
議
の
上
、
取
極
め

左
の
通
り

　
　
　
　
　
な
り
た
て

一
　
出
火
の
節
鳴
立
候
は
ば
、
年

　
令
拾
五
歳
以
上
六
拾
歳
以
下
は

　
早
凍
藤
集
り
火
を
消
候
様
仕
る

　
べ
き
旨
、
五
人
組
前
書
に
仰
せ

　
渡
し
こ
れ
有
る
趣
是
迄
相
守
り

　
馳
付
助
合
来
り
候
へ
共
、
見
付

　
追
々
走
候
事
ゆ
へ
、
場
所
に
於

　
　
　
　
　
ゑ
か
　
　
　
な

　
て
散
々
に
罷
り
成
り
混
雑
い
た

　
　
　
こ
と
さ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
し

　
し
、
殊
更
他
村
の
も
の
へ
は
差

　
ず

　
図
も
行
届
き
兼
候
故
、
当
卯
年

　
よ
り
本
村
並
び
に
枝
郷
迄
、
村

　
　
　
め
い
め
い
　
　
　
も
め
ん
こ
の
ぼ
り

　
毎
に
銘
々
昼
は
木
綿
小
幟
、
夜

　
　
　
ち
よ
う
ち
ん
　
　
　
　
　
か
き
し
る
し
　
　
　
こ
し
ら
え

　
は
高
挑
灯
に
村
名
書
印
候
を
椿

　
置
、
火
事
と
見
受
け
候
は
ば
、

相
定
置
候
当
番
よ
り
持
出
し
、

其
外
は
各
火
消
道
具
持
参
、
手

前
村
印
の
元
へ
早
速
馳
付
、
一

手
に
な
り
、
火
消
し
出
情
候
様

致
す
べ
し

一
　
火
災
村
へ
隣
候
村
方
は
、
村

役
人
よ
り
百
姓
共
気
ま
、
に
他

出
致
さ
せ
ず
差
留
め
置
申
す
べ

し
、
火
災
人
運
び
出
し
候
家
財

雑
物
、
村
役
人
差
添
取
調
べ
相

済
候
段
届
け
こ
れ
有
り
候
は
ば

勝
手
次
第
他
出
致
さ
せ
申
す
ぺ

く
候

一
　
近
来
、
火
事
村
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ひ
だ
し

他
村
助
人
足
へ
食
物
等
焚
出
、

相
賄
い
、
い
つ
と
な
く
定
式
の

様
に
相
成
り
候
、
以
来
は
、
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
か
な

日
の
中
食
位
は
焚
出
相
賄
い
申

す
べ
く
候
へ
共
、
翌
日
よ
り
小

屋
懸
け
、
焼
跡
取
片
付
候
者
は

相
互
の
義
に
付
、
火
災
方
の
賄

を
受
け
ず
、
銘
々
食
物
持
参
相

手
伝
い
申
す
べ
く
候
事

　
こ
の
文
面
は
、
文
政
二
卯
年
二

月
、
倉
俣
村
を
は
じ
め
、
現
在
の

津
南
町
の
村
々
が
取
極
め
た
組
合

申
極
め
の
一
部
を
省
略
し
、
書
き

下
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、
小
幟

高
挑
灯
に
は
、
い
ろ
は
－
：
－
を
丸

の
中
に
書
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り

倉
俣
村
は
㊧
で
し
た
。
0
寺
石
㊨

子
種
⑤
宮
野
原
⑩
大
井
平
⑫
谷
内

②
赤
沢
㊨
芦
ケ
崎
◎
中
深
見
⑳
秋

成
㊨
結
東
の
下
船
渡
㊧
外
丸
で
し

た
。（

高
道
山
　
阿
部
正
寿
家
文
書
）

　
　
　
担
当
　
専
門
委
員
　
須
藤
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1・拠出年金

　拠出年金では、総理府が発表す

る全国消費者物価指数が前年度に

比べて5％を超えて上下した場合

年金額はその率に応じて改定され

る「物価スライド」制が取り入れ

られています。昭和55年度におけ

る全国消費者物価指数は前年度に

比べると78％上昇しましたので

老令年金、障害年金、母子年金な

ど表1のように7月分から引き上

げられますが、それが支払われる

のは9月になります。

2．福祉年金

　福祉年金も表2のように改正さ

れます。実施は8月分からですが

それが支払われるのは11月です。

今年の福祉年金の改定は、今まで

と違って、老令福祉年金が、扶養

義務者の所得の多少によって、2

段階とされたことが特徴です。

第1衰　　拠出年金の改正

暦給付の種類
現行額
で月額）欄

老令年金

5｛1年金

10イ凶・金

25‘卜隼金

40年年金

　　円
22，600

26，550

42，000

6Z200

　円
24，567

28，625

45，275

72，441

障害年金
1　　級

2　　級

52，250

41，800

56，525

45，058

母　子
準母子年金

子が1人

のと　き
4↑，800 45，058

遺児年金
1人レ）

と　　き
41，800 型

購2衰　　福祉年金の改正

離1

隣i乙令福、袖、勾金　iz、ll ～2どll

照鵬祉イ1金　　1乞164i義。・。1

謄藷1割銑慧訓
老て摺、趾‘卜金の1　）内の額は、扶食義窃者の所得カ

ノ’1層jを・趙え、　8フ6／JFlj人“Oレ）ノ＼』’）芝給額ですr

　
こ
の
日
は
男
子
は
半
袖
に
ネ
ク

タ
イ
、
女
子
は
ス
カ
ー
ト
に
ブ
ラ

ウ
ス
と
い
っ
た
夏
ら
し
い
服
装
で

参
加
し
、
若
者
ら
し
く
す
が
す
が

し
い
印
象
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

中
は
軍
用
に
供
木
、
戦
後
は
教
育

資
金
と
部
落
運
営
費
で
伐
採
、
こ

の
あ
と
地
及
び
雑
木
地
に
植
林
」

と
刻
ま
れ
、
戦
前
戦
後
に
わ
た
っ

て
役
立
て
ら
れ
た
、
杉
の
木
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
が
こ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
碑
は
植
林
地
帯
を
見
渡
せ
る
場

所
に
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の

流
れ
を
静
か
に
見
守
っ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

噸

六
人

の
帥
閏
λ
り

、
ー
1
百
三
十
六
人
が
成
人
－
f

　
七
月
十
六
日
に
総
合
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
成
人
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
新
成
人
は
、
百
三
十
六

名
で
し
た
が
、
こ
の
う
ち
五
十
三

名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
村
長
の
激
励
の
言

葉
に
応
え
て
、
新
成
人
を
代
表
し

て
、
桑
原
浩
（
上
山
）
君
が
二
十

歳
の
抱
負
を
の
べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
あ
と
、
細
川
浩
一
氏
（

十
日
町
小
学
校
長
）
が
「
は
た
ち

の
顔
」
と
題
し
た
講
演
を
行
な
い

「
は
た
ち
と
し
て
の
自
分
の
顔
を

み
つ
め
て
み
よ
う
」
と
参
加
者
に

語
り
か
け
ま
し
た
。

村
内
で

た
だ

つ

昭和56年度成人式

　
　
＊
…
新
屋
敷
の
田
の
神
様

　
田
の
神
様
は
、
新
屋
敷
の
田
原

の
見
渡
せ
る
小
高
い
杉
林
の
中
に

祭
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

　
い
つ
こ
ろ
か
ら
田
の
神
様
を
祭

っ
た
の
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
は
っ

き
り
し
ま
せ
ん
が
、
公
民
館
を
作

っ
た
と
き
、
田
の
神
様
の
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
杉
の
木
を
切
っ
た
際
、

そ
の
年
輪
が
百
五
十
く
ら
い
あ
っ

た
の
で
、
お
そ
ら
く
二
百
年
以
上

前
の
も
の
で
は
な
い
か
と
村
の
人

は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
七
～
八
年
こ
ろ
ま
で
は
、

田
休
み
（
七
月
二
日
、
三
日
）
に

豊
作
を
祈
願
し
て
村
中
で
祭
り
を

し
て
い
た
そ
う
で
す
。

大
き
く
育
て

　
　
＊
…
植
林
記
念
碑
建
立

　
宮
中
部
落
で
は
、
昭
和
五
十
一

年
か
ら
大
峯
に
植
林
を
始
め
、
こ

の
程
村
行
造
林
三
十
四
㎞
、
部
落

林
十
㎞
の
植
林
が
終
り
ま
し
た
。

　
こ
の
植
林
を
記
念
し
て
、
大
峯

の
頂
上
に
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。

　
石
碑
に
は
「
親
と
な
れ
杉
の
子
」

と
刻
ま
れ
、
そ
の
裏
に
は
「
戦
争

めずらしい田の神様

大きく

　　　　夫婦で登場　荒屋・杉谷仁作、小ハナさん

　一出身地はどこですか　　「おじいさんは安塚村で、私は福井県の足羽郡の

生まれです」一何歳になられましたか　「わしはもう80歳、おばあさんは76

歳になりました」一一緒になられたきっかけは「わしが飯山線建設工事監督

の見習いをしていた時、トンネル掘りに来ていた大林組の人の紹介で一緒になっ

たんですよ」一ずい分方ぽうを回ってこられたそうですねえ　「あらゆると

ころを回って歩いたですよ。わしらの一生なんて書こうと思っても書き切れる

もんじゃないよ」と、思い出をかみしめるように話してくれました。
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ガンバレ桂の大杉

蓼
聾
贔
麿
出
し
で

　
昨
年
の
火
災
で
、
枯
死
す
る
か

心
配
さ
れ
て
い
た
桂
の
大
杉
が
、

蘇
生
の
可
能
性
が
あ
る
と
診
断
さ

れ
、
い
ろ
い
ろ
な
樹
勢
回
復
の
方

法
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
施
さ
れ
た
の
は
、
人
間
の

体
に
点
滴
す
る
よ
う
に
、
幹
に
活

力
剤
の
注
入
と
、
木
の
根
を
堀
り

出
し
て
土
壌
改
良
剤
の
散
布
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
十
二
月
に
は
、
消
火
作

業
の
た
め
に
切
り
取
っ
た
切
り
口

桂
の
大
杉
に

　
　
活
力
済
注
入

に
ト
タ
ン
が
張
ら
れ
ま
し
た
。

　
親
鷺
上
人
手
植
え
の
杉
と
の
伝

説
が
あ
り
、
高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル

幹
回
り
九
・
一
メ
ー
ト
ル
の
こ
の

大
木
の
樹
勢
回
復
を
願
い
た
い
も

の
で
す
。

に
よ
る
避
難
誘
導
消
火
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
火
災

が
発
生
し
た
際
に
、
避
難
誘
導
消

火
活
動
を
迅
速
に
行
い
、
住
民
の

生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
被
害
を

守
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
田
沢
小
学
校
か
ら
の
出
火
が

上
村
病
院
と
中
里
保
育
所
に
と
び

火
す
る
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
、

’
上
村
病
院
で
は
、
屋
上
に
避
難
し

た
人
を
、
は
し
ご
車
で
救
助
し
た

り
、
三
階
の
窓
か
ら
救
助
袋
に
よ

る
救
助
等
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

万
　
に
備
え
て

　
　
へ

　
七
月
二
十
四
日
田
沢
小
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
十
日
町
地

域
消
防
署
と
中
里
村
消
防
団
主
催

はしご車で救出

先生シリーズ
　
毎
朝
担
任
の
子
供
た
ち

と
、
マ
ラ
ソ
ン
を
し
て
い

る
と
い
う
、
教
育
熱
心
な

若
い
先
生
を
紹
介
し
ま
す
。

ー
出
身
地
は

「
西
蒲
原
の
吉
田
町
で
す
」

L
趣
味
は

「
ま
あ
本
を
読
む
こ
亡
だ
な

あ。

あ
り
き
た

り
の
趣
味
で
す

け
ど
」

1
子
供
た
ち

の
印
象
は

　田
　沢
佐小
　学
野校

も8

％

　
「
そ
う
で
す
ね
べ
前
の
学
校
が

町
中
で
し
た
の
で
、
そ
の
せ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
の
子
供
た
ち

は
、
素
直
で
人
な
つ
っ
こ
い
で
す
ね

え
ー
」

1
中
里
村
の
印
象
は

　
「
P
T
A
に
お
母
さ
ん
方
の
多
い

の
に
驚
き
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
方
が

教
育
に
熱
心
で
す
ね
。
」

1
先
生
に
な
ろ
う
と
思
わ
れ
た
の

達
　
男

は　
「
福
祉
関
係
の
大
学
に
入
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
あ
る
車

イ
ス
の
方
と
親
し
く
な
っ
た
と
き

そ
の
人
が
、
『
福
祉
と
い
う
の
は

我
々
の
外
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
あ
る
ん

で
す
よ
　
と
　
わ
れ
シ
ョ
ッ
ク
を

　
　
　
　
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
又
け
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ヤ
そ
れ

　
　
　
　
　
◎
が
き
・
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
で
子
供

た
ち
の
教
育
に
感
心
を
も
ち
ま
し

た
」

　
子
供
た
ち
に
、
や
さ
し
さ
、
き

び
し
さ
、
た
く
ま
し
さ
を
運
動
や

遊
び
を
通
し
て
教
え
て
や
り
た
い

と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

慧

第5回●●●●●●●●●●●●●●●●

漕潭1峡まつり
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●9●●

　7月18日、19日に行われた清津峡

まつりに、村内外から4000人が集

まりました。前夜祭は花火大会や美

人コンテスト、翌日は魚のつかみど

り等が催され、見物者は楽しいひと

ときを過していました。

なまず号
来村！ノ

　7月17日地震体験車「なまず号」

が、村内5ケ所を廻りました。

参加者は車の上の箱型の家の中で

震度3～7の地震を体験し、あら

ためて地震の怖さを話していまし

た。

ワアーゆれるよ

　7月26日田沢小中学校グランド

において、村民体育祭が開かれま

した。吸い込まれるような青空の

下で、選手たちは健闘しました。

今年は参加者を地区別に6チーム

に編成して行われ、見事、貝野チ

ームが優勝の栄冠に輝きました。

美人コンテスト

カいっばい走ったよ

カいっぱい
走ったよ

美人にみとれ


